
サービス担当者会議で

「災害時の対応」について
話し合いませんか

～安否確認・避難・継続支援の準備を～

災害への備えをみんなで確認しましょう！

地震や風水害などの災害発生時、在宅療養者は避難や医療・介護サービスの継続に大き

な影響を受けます。災害時は、一人の支援者では対応できません。そこで、平時のサービ

ス担当者会議を活用し、「もしも」の時を話し合い、本人・家族・支援者で情報を共有して

おくことが、在宅療養者の命を守ることにつながります。

次の流れで、災害への備えに取り組んでみませんか。

STEP２ 話し合った内容を共有する

□ケアプラン・支援経過に書き残しましょう。

本リーフレットを記録としてご活用いただくことも可能です。

□本人、家族、医療・介護サービス提供者、地域の支援者で共有しましょう。

STEP１ サービス担当者会議で確認～「いつもの会議」に災害の視点を！～

□災害時の対応や役割分担について、本人、家族、医療・介護の関係者、必要に応じて地  

 域の支援者も交え、災害時の備えについて話し合いましょう。

確認すべき事項については裏面のチェックリストをご活用いただけます。

STEP３ 個別避難計画の作成・更新へ

□身体の状態や生活環境、支援者は変化します。サービス担当者会議やモニタリング時な

 どに定期的に災害時対応についても見直しを行いましょう。

STEP４ 定期的な見直しを

□支援が必要な方は、個別避難計画の作成をご検討ください。

すでに作成されている場合は、支援者間で共有をしましょう。 個別避難計画とは
（市のHPへ）

裏面チェックリスト ご活用ください→
発行元 流山市役所介護支援課（令和８年８月）



サービス担当者会議で確認してみましょう

～災害への備えチェックリスト～

まずは、下記項目から検討・共有してみましょう。

また、個別避難計画の作成もご検討ください。

氏名

参加者

問い合わせ先

流山市役所介護支援課（リーフレットについて） 04-7150-6531

流山市役所福祉政策課（個別避難計画作成について） 04-7196-6605

□誰が安否確認を行うのか

□緊急連絡先の確認

□避難が必要になるタイミング

□避難先（自宅避難・指定避難所・
福祉避難所など）

□避難時に必要な
 医療機器・薬・介護用品

□電源が必要な医療機器への対応

□家族・近隣住民・民生委員などの
協力者の確認

みんなで備えることが、安心につながります

日頃から情報を共有し、災害時にも切れ目のない支援に

つなげましょう。また、必要に応じて地域ともつながり、

備えを進めましょう。

基本事項

災害時の対応

記入日：

※本チェックリストは基本的な確認事項を掲載したものです。対象者の状況やサービス内容に応じて、必要な確認

事項を追加し、ご活用ください。
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